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は  じ  め  に                

 

 日頃から、学校における食育の推進及び学校給食の充実につきまして、関係の皆

様には御理解・御協力を賜り深く感謝申し上げます。 

 近年、食に関する様々な健康面、安全面の問題が指摘されており、食育の推進は

大きな国民的課題となっています。そのような中、成長過程にある子供たちへの食

育は、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすものであり、学校教育活動全体で

食育を一層推進していくことが求められています。  
学校において食育を推進していくためには、まず、児童生徒や地域等の実態を適

切に把握し、実態を考慮した目標の設定や具体的な取組を進めていくことが重要で

す。また、これらを教職員全体で共通理解するとともに、各取組において、栄養教

諭や学校栄養職員、養護教諭等の専門性を生かすことができるよう、教職員間の連

携を図ることも大切です。  
 これらを踏まえ、各学校における食に関する指導の普及・充実に向け、県では、

「埼玉県小・中学校等食育指導力向上授業研究協議会」を毎年実施しているところ

です。   

 本年度は、県内４教育事務所管内の５校（小学校２校、中学校３校）において、 

校長先生のリーダーシップの下、校内の推進体制を整え、食育に取り組んでいただ

きました。 

 授業研究協議会では、食に関する指導の中心である「体育（保健体育）」、「家庭

（技術・家庭）」、「特別活動（学級活動）」の３つの教科・領域に加え、「総合的

な学習の時間」、「社会」、「美術」等の教科・領域や、特別支援学級での授業も含

め、１４の授業を公開していただきました。各教科等の特質に応じて食に関する指

導を効果的に関連付け、様々な視点から児童生徒の食に関する理解を深めるととも

に、望ましい食習慣の形成を図るろうとする実践が見られました。また、栄養教諭

や学校栄養職員が担任や教科担当の教諭等と連携を図る場面だけでなく、生きた教

材としての学校給食の活用、家庭や地域との連携を図った取組など、食に関する指

導の充実につながる多くの工夫が多く見られました。 

こうした素晴らしい取組を県内に広く発信するため、このたび、各会場校で公開

された授業の学習指導案をまとめ、電子ファイルによる学習指導案集といたしまし 

た。各学校におかれましては、それぞれの学校や地域の実態に合わせ、本指導案集

を食に関する指導の一層の推進に役立てていただきますようお願いいたします。 

 なお、本協議会は、埼玉県教育委員会、埼玉県学校食育研究会及び埼玉県学校栄

養士研究会が主催しております。この場をお借りして、本事業に研究支援をいただ

いた公益財団法人埼玉県学校給食会、各会場校関係者及び関係各市町教育委員会の

皆様の御理解と御協力のもと、授業研究協議会が開催できましたことに、改めてお

礼申し上げます。 

 結びに、本指導案集をより多くの先生方に活用していただき、本県の食に関する

指導がますます充実するとともに、学校における食育が一層推進されるよう祈念い

たしまして、挨拶とさせていただきます。 

 

 

 令和６年３月 

                    埼玉県教育局県立学校部保健体育課 

                    参 事 兼 課 長  松 中 直 司 
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神川町立神川中学校 埼玉県小・ 中学校等食育指導力向上授業研究会 研究報告 

 

１  研究主題 

「 学校・ 家庭・ 地域で、 たく ま し く 生き る 力を身につける 食育の推進」  

～多角的に食育にアプロ ーチする ための工夫をと おし て～ 

 

２  主題設定の理由 

   近年、 社会状況の変化に伴い、 我々の食生活を取り 巻く 環境は大き く 変化し ている 。 その結

果、 偏った栄養摂取、 不規則な食事や朝食欠食等の食生活の乱れが懸念さ れている 。 ま た、 そ

の乱れが慢性化する と 肥満や生活習慣病の増加など が子供達に増え、 問題と し て挙げら れる よ

う になってき た。こ のよ う な時代において、生徒が自ら「 望ま し い食習慣」 の重要性を理解し 、

進んで実践し よ う と する と 力が必要と なってき ている 。  

   以上のこ と を踏ま えて、 学校・ 家庭・ 地域が一体と なり 、 多角的に食育にアプロ ーチする こ

と で、 生徒がたく ま し く 生き る ための力を身につける こ と を目指し 、 本題材を設定し た。  

 

３  研究の仮説 

   神川中学校の令和５ 年度「 指導の重点・ 努力点」 よ り 、 以下の３ 点について食育の視点を持

ちアプロ ーチする こ と で、 たく ま し く 生き る 力が身につく と 仮説を立て、 研究を推進し た。  

①豊かな心の育成 

人の食生活が自然の恩恵の上に成り 立っている こ と や、 食に関わる 人々の様々な活動に

支えら れている こ と を 知り 、 理解を深める こ と で、 感謝の心を 持つこ と ができ る だろ う 。 

   ②健やかな体の育成 

     生涯にわたって健全な食生活を実現する こ と が、 心身の健康の増進につながる こ と を知

り 、 栄養バラ ンス や食事のと り 方、 望ま し い生活習慣を理解する こ と で、 食の自己管理能

力が育つだろう 。  

  ③自立する 力の育成 

     自分の食生活を見つめ、 必要な情報を収集し 、 健康な生活や健全な食生活を実現する た

めに何が必要かを考え、 適切に意思決定し て行動でき る よ う になる だろう 。  

 

４  研究組織 
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５  研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  研究主題達成のための実践事例 

①各教科における 食育の視点をも った授業の実践 

 年間指導計画に基づき 、 全９ 教科において「 食に関する 指導」 を実施し た。 その際、 授業

者は食育の視点を持ち、 指導を行った。 国語科の授業を１ 学期に行い、 モデルと し て夏休み

に校内研修の題材にし た。 普段の授業の中に食育に関連する 視点が散見さ れる こ と について

共通理解を得た。  

 

②栄養教諭の専門性を活かし た食に関する 指導 

食に関する 専門的な知識が必要と なる 授業で、 生徒がよ り 理解を深めら れる よ う 、 教科担

当や担任と 栄養教諭が連携し 、 ティ ーム・ ティ ーチングを行っている 。 ま た、 町内小学校に

おいて、 要請に基づき 訪問指導を行っている 。 そのこ と によ り 、 成長段階を意識し て系統的

に、 ま た継続し て指導でき 、 中学校での指導にも 生き ている 。  

 

③地域の企業や人材を活かし た食に関する 指導 

神川町は、 田畑が多く 、 様々な種類の農作物がと れる 地域であり 、 身近なと こ ろに生産者

の方が在住し ている 。 食品を取り 扱っている 地元企業も ある 。 本校では、 こ の地域の特色を

活かし 、 Ｊ Ａ 埼玉ひびき のと 連携し 、 生産者の協力を得て食材情報の周知のための啓発活動

を行っている 。 生産者の方の話をポス タ ーや動画にま と め、 食に関する 知識を深める ための
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活動につなげた。  

ま た、 令和４ 年１ ０ 月から 神川町と 日本薬科大学が包括連携協議を結び、 学校教育に支援

をいただいている 。 その中で、 地元企業である 株式会社ヤマキと も 連携をし 、 学校での食育

活動を推進し ている 。  

 

④給食の時間を活用し た食に関する 指導 

  日々の給食時間には、 学級担任を中心に指導を実施し ている 。 栄養教諭は、 給食時間の食

に関する 指導を行う 際、 各ク ラ ス に設置さ れている 電子黒板を活用し 、 写真など を活用し た

食材や料理の情報提供やク イ ズを行ったり 、 地元生産者の紹介ビデオなどを視聴し たり し て、

食に関する 知識を深めら れる よ う に取り 組んだ。 それに合わせ、 事務職員も 各ク ラ ス を巡回

し 、 残食を減ら すための声掛けに協力し ている 。  

 

⑤食育に関する 掲示物を活用し た啓発活動 

  啓発活動と し て、 栄養教諭が各フ ロ アにある 食育コ ーナーに毎月掲示物を掲示し たり 、 養

護教諭が「 食育アンケート 」 の結果をふま えた掲示物を作成し たり する など 、 食に関する 情

報発信を行った。 ま た、 夏休みの課題と し て生徒が「 食に関する ポス タ ー」 を作成し 、 校内

に掲示し た。 生徒が作成し た「 食に関する ポス タ ー」 では、 食の大切さ が伝わる も のが多く

みら れた。 さ ら に、 美術部と 連携し 栄養素をキャ ラ ク タ ー化し てその働き を紹介する などの

取組も 行った。  

 

７  成果と 課題 

   成果と し て、 学校全体で食に関する 指導を取り 組んだこ と で、 食に関する 知識を得て、 日常

生活で実践する 生徒が増加し た。 食に関する 指導において、 知識を身に付ける こ と ができ ても

実践でき なければ効果は表れにく い。 こ れま での指導の結果が、 生徒の行動変容に結びついた

も のと 考えら れる 。 それと 連動し 、 給食を残さ ず食べる と 答えた生徒が増加し た。 ま た、 給食

において苦手な食材を食べている かと いう 問いに対し て、 苦手なも のは食べないと 答えた生徒

が減少し 、 苦手なも のも 一口以上は食べている と 答えた生徒の増加につながった。 こ の他に、

大き く 変わったのは食事のマナーを重要だと 考える 生徒が増えたこ と である 。こ れら のこ と を

踏ま え、 生徒の考えや行動が少し ずつではある が良い方向に変容し てき ている と 考えら れる 。 

   課題と し て、 朝食を食べる こ と は大事だと 思っている 生徒の割合は多いが、 実際には食べて

いない生徒が数名見受けら れる 。 朝食を毎日食べている かの問いに対し 、 朝食をほと んど食べ

ないと 答えた生徒の割合が減少せず、 増加し てし ま った。 ま た、 バラ ンス の良い食事を１ 日２

回以上、 週に何回食べている かの問いでは、 1 1 月のアンケート 結果ではほと んど毎日と 答え

た生徒が減少し 、 週に４ ～５ 日、 週に２ ～３ 日の生徒が増えてし ま った。 家庭での食事の影響

が大き い内容のため、 学校での生徒への指導のみでは改善が難し い部分ではある ので、 家庭へ

の啓発活動を継続し て行っていく 必要がある と 考える 。  
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食育実態調査部によ る アンケート 調査結果

84.3%

85.9%

10.2%

8.2%

3.1%

4.3%

0.0%

0.0%

2.4%

1.6%

75% 80% 85% 90% 95% 100%

10月

6月

③朝食を毎日食べていま すか？

ほと んど 毎日 週に４ ～５ 日 週に２ ～３ 日

週に1日程度 ほと んど ない

86.0%

90.3%

12.0%

8.5%

0.4%

0.4%

1.6%

0.8%

75% 80% 85% 90% 95% 100%

10月

6月

④朝食を食べる こ と は大切だと 思いま すか？

思う ど ちら かと 言えば思う あま り 思わない 思わない

58.1%

65.1%

31.4%

28.3%

8.5%

5.4%

1.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

⑥伝統的な食文化や行事食を学ぶこ と は大切

だと 思いま すか？

思う ど ちら かと 言えば思う あま り 思わない 思わない

53.9%

46.9%

34.1%

36.4%

8.9%

10.9%

3.1%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

⑦食への興味・ 関心があり ま すか？

ある ど ちら かと いえばある ど ちら かと いえばない ない

23.6%

21.7%

34.9%

35.3%

32.6%

32.2%

8.9%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

⑧食に関する 知識がある と 思いま すか？

ある ど ちら かと いえばある ど ちら かと いえばない ない

37.2%

33.7%

36.4%

35.3%

15.9%

20.5%

10.5%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

⑨食に関する 知識を得て、 日常生活で実践

し ていま すか？
し ている どちら かと いえばし ている

どちら かと いえばし ていない し ていない

56.2%
35.7%

4.7%

3.5%

⑩食育の授業や給食時間の食育指導は参考に

なり ま し たか？（ １ ０ 月調査のみ）

参考になっ た

ど ちら かと いえば参

考になっ た
あま り 参考になら な

ら なかっ た
参考になら なかっ た

19.4%

20.9%

36.4%

33.7%

17.1%

17.1%

19.4%

17.4%

7.8%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

②苦手な給食（ 食材） も 食べていま すか？

苦手なも のはない 苦手なも のも 全部食べている

苦手なも のも 半分は食べている 苦手なも のも 一口は食べている

苦手なも のは食べない

75.2%

70.5%

20.9%

23.6%

1.9%

3.9%

1.9%

1.9%

50% 60% 70% 80% 90% 100%

10月

6月

①給食は好き ですか？

好き ど ちら かと いえば好き ど ちら かと いえば嫌い 嫌い

54.3%

62.8%

30.2%

26.7%

10.5%

7.8%

1.9%

1.2%

3.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

6月

⑤主食、 主菜、 副菜を ３ つそろ えて食べる こ と が

1日に2回 以上ある のは、 週に何日あり ま すか？

ほと んど 毎日 週に４ ～5日 週に２ ～３ 日

週に1日程度 ほと んど ない
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第１ 学年１ 組 国語科学習指導案 

                                                                 生徒数 ３ ３ 名

                               

                                   指導者    教諭  藤野 美波（ T1）  

栄養教諭 染野 広丞（ T2）   

場 所     １ 年１ 組 教室  

１  単元名 「『 ダイ コ ンは大き な根？』 の工夫を考える ～『 野菜のひみつ』 をわかり やすく 伝えよ う ～」  

教材名 「 ダイ コ ンは大き な根？」  

 

２  生徒の実態と 本単元の意図 

（ 前略）  

 

  本単元では、 段落の役割を意識し 、 説明の工夫を取り 上げて説明的文章を書く 活動を設定し た。「 野菜の

ひみつ」 と 題し 、 本教材で学んだ構成や説明の工夫を意識し て書く こ と で読むこ と の定着を図る 。 ま た、 食

育の視点と し て、 完成し た「 野菜のひみつ」 を給食時の校内放送で流すこ と と し ている 。 食育と の連携を持

つこ と で、 生徒の意欲を高める と 共に、「 ダイ コ ンは大き な根？」 の特徴である 、 中心的な部分と 付加的な

部分を段落の役割や、読み手に対し てわかり やすく 説明する ための工夫を意識し て叙述する こ と で読みを生

かし た言語活動と し たい。 ま た、 小人数グループで友人と の交流を通し て、 自身の文章の良い点や改善点を

発見し 、 表現でき る 力を育成し たい。  

 
３  単元の目標 

（ １ ） 比較や分類、 関係づけなど の情報の整理のし かたについて理解を深め、 それら を使う こ と ができ る 。  

     〈 知識及び技能〉（ １ ） イ  

（ ２ ） 文章の中心的な部分と 付加的な部分、 事実と 意見と の関係などについて叙述を基に捉え、 要旨を把握す

る こ と ができ る 。                            〈 思考力、 判断力、 表現力等〉 C（ １ ） ア 

（ ３ ） 言葉が持つ価値を認識する と と も に、 読書を生活に役立て、 我が国の言語文化を大切にし て、 思いや考

えを伝え合おう と する 。                     〈 学びに向かう 力、 人間性等〉  

 

４  本単元における 言語活動 

  読み取った工夫を活用し 、 その効果を考えながら 説明的文章を書く 活動。  

                                  （ 関連： 言語活動例 C（ ２ ） ア）  

 

５  食育の視点 

  「 野菜のひみつ」 について調べる こ と で、 野菜に興味関心を持ち、 様々な野菜にはそれぞれの特徴がある

こ と を理解し 、 正し い知識・ 情報に基づいて、 食品の品質及び安全性等について自ら 判断でき る 。  

【 食品を選択する 能力】  

 

６  本単元の評価規準 

【 知】 知識・ 技能 【 思】 思考・ 判断・ 表現 【 主】 主体的に学習に取り 組む態度

①比較や分類、 関係づけなどの

情報の整理のし かたについて

理解を深め、 それら を使おう

と し ている 。（ ２ ） イ  

①読むこ と において、 文章の中心的な部

分と 付加的な部分、 事実と 意見と の関

係などについて叙述を基に捉え、 要旨

を把握し よ う と し ている 。 C（ １ ） ア 

①段落構成や説明の工夫につい

て考え、 言語活動を通し て読

み取ったこ と を粘り 強く 表現

し よ う と し ている 。  

 

７  指導と 評価の計画【 ★食育の視点・ 連携】  

 主な学習活動 学 習 内 容 指導上の留意点・ 評価 

１  

 

２  

★「 野菜のク イ ズ」 をする 。  

〇単元の課題を知り 、 学習の

見通し をも つ 

 

 

〇学習課題 

〇学習の進め方 

 

 

 

【 思考・ 判断・ 表現①】  

ワ ーク シート ・ 観察 

・ こ こ では、 段落の役割を理解し 、 文章の

中心的な問いと 答えを読み取ろう と し て

いる かを確認する 。  

「 野菜のひみつ」 をわかり やすく 学校のみんなに
紹介し よ う ！ 
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８  本時の学習指導（ ５ ／６ 時）  

（ １ ） 目標 文章の中心的な部分と 付加的な部分、 事実と 意見と の関係などについて叙述を基に捉え、 要旨を

把握する こ と ができ る 。                    〈 思考力、 判断力、 表現力等〉 C（ １ ） ア  

言葉が持つ価値を認識する と と も に、読書を通し て自己を向上さ せ、我が国の言語文化に関わり 、

思いや考えを伝え合おう と する 。               〈 学びに向かう 力、 人間性等〉 

 

（ ２ ） 評価規準 ・ 読むこ と において、 文章の中心的な部分と 付加的な部分、 事実と 意見と の関係などについ

て叙述を基に捉え、要旨を把握し よ う と し ている 。    【 思考力、判断力、表現力等】  

        ・ 読み取った本文中の工夫を意識し ながら 、 粘り 強く 「 野菜のひみつ」 に生かそう と し てい

る 。                       【 主体的に学習に取り 組む態度】  

〇説明文の構成を知る 。  

〇構成を考える 際のポイ ント

を理解する 。  

〇段落並び替えを し ながら 、

説明文における 役割を 考え

る 。  

【 個人】 →【 グループ】 →【 全体】 

 

段落構成 

 

 

 

 

〇段落の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

〇筆者が「 わかり やすく 説明

する ために工夫し ている 」

と 感じ る 部分を見つける 。  

【 個人】 →【 グループ】  

〇共有をする 。【 全体】  

 

 

 

 

 

〇文章におけ る 説明

の工夫 

 

【 知識・ 技能①】  

ワ ーク シート ・ 観察 

・ こ こ では、 比較などがわかり やすい文章

にする ための工夫を見つけよ う と 確認す

る 。  

【 主体的に学習に取り 組む態度①】  

ワ ーク シート ・ 観察 

・ こ こ では、 本文中における 文章の工夫を

見つけよ う と し ている かを確認する 。  

 

 

４  

 

〇自身が使ってみたい説明の

工夫や、 段落の特徴につい

て考え、 活動の見通し を立

てる 。  

★自分の発表し たい野菜につ

いて調べる 。【 個人】  

〇情報の整理の仕方 

 

 

 

 

〇「 野菜のひみつ解説書」 を使用し 、 活動

の見通し を立てる 。  

〇タ ブレ ッ ト 等の活用 

〇付箋を使用し 、 調べた情報を整理さ せ

る 。  

５

６  

★野菜ク イ ズで使用し た「 じ

ゃがいも 」 についての説明

を栄養教諭から 聞く 。  

★「 じ ゃがいも 」の説明文から

工夫を見つける 。  

〇「 野菜のひみつ」の構成を考

え、 下書き をする 。【 個人】  

〇「 野菜のひみつ」に自分が意

識し た説明の工夫が生かさ

れ、 読み手にと ってわかり

やすい文になっ ている かを

アド バイ ス し 合う 。  

【 グループ】  

〇「 野菜のひみつ」 を 清書す

る 。  

 

 

 

 

 

 

〇段落の構成 

〇文章におけ る 説明

の工夫 

 

 

〇「 野菜のひみつ解説書」 を使用し て、 工夫

し よ う と し た部分がわかる よ う にする 。  

 

【 主体的に学習に取り 組む態度】  

ワ ーク シート ・ 観察 

・ こ こ では、読み取った本文中の工夫を意識

し ながら 、「 野菜のひみつ」 に生かそう と し

ている か確認する 。  

【 思考・ 判断・ 表現①】  

ワ ーク シート ・ 観察 

・ こ こ では、自分で意識し た説明の工夫を積

極的に取り 入れる こ と で、 中心的な内容が

わかり やすく 伝わる 文章を書こ う と し てい

る か確認する 。  

「 導入」「 問い」「（ 問いの） 答え」「 補足」 

「 例示」「 根拠」「 ま と め」「 主張」 等 

「 わかり やすく 説明する ための工夫」 と し て考えら れる も の 

・ 説明の仕方 「 問いと 答え」「 比較」「 図」  

・ 言葉の工夫 「 接続する 語句」  

・ 題名の工夫  

「 はじ め（ 序論）」： 話の導入や問題提起 

「 なか（ 本論）」  ： 解説や主張の説明 

「 ま と め（ 結論）」： 筆者の考え  
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（ ３ ） 展開 

 

学習活動 学習内容 指導上の留意点 〇資料 

★食育と の関連【 食育の視点】  

評価 時間 

T１（ 国語科教諭） T２ （ 栄養教諭）  

１  前時の授業内容 

の復習をする 。  

 

２  本時のねら いを  

知る 。  

 

３  「 じ ゃがいも 」  

についての説明を  

聞く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  「 じ ゃがいも 」  

の説明の工夫を考 

える 。  

【 個人】 →【 全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇段落の構成 

〇 文 章 に お け

る 説明の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

・ 前時ま でに調べ

た 野菜に つい て

確認をする 。  

・ 本時のねら いを

伝える 。  

 

・「 じ ゃがいも 」の

説明を掲示する 。

説明の後、 生徒に

説明の 文章を 配

布する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ T２ が行っ た説

明文から「 わかり

やすく 伝え る た

めの工夫」 を考え

さ せる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 第一次に行っ た

「 野菜ク イ ズ」 か

ら 抽出し 、 説明を

行う  

〇パワ ーポイ ン ト

で「 じ ゃがいも 」 の

資料を提示する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

 

 

 

２  

 

５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

「 野菜のひみつ」 がわかり やすく 伝わる ための工夫を考えて、 下書き をし よ う  

【 じ ゃがいも の説明文】（ 生徒にも 配布）  

みなさ んも 知っ ている と おり 、 じ ゃがいも は、 土の中にでき る 作物です。 土の中にでき る と いう こ と は、 私達が食べている じ ゃが

いも は根の部分なのでし ょ う か 

 こ の図を 見てく ださ い。 土の中のじ ゃがいも を見てみる と 、 根と は別に茎の下の部分から 、 地下を伸びる 茎がある のがわかり ま

す。 こ の茎の先にじ ゃがいも がついていま す。  

 と こ ろで、 みなさ んは野菜を 長時間放置し たこ と はあり ま すか。 例えば、 キャ ベツ など 葉物野菜はし おれて、 食べら れなく なっ

てし ま いま す。 し かし 、 じ ゃがいも を 長期間放置する と こ のよ う に芽や根が伸びてき てし ま いま す。 じ ゃがいも を 育てる 時には、

こ の習性を生かし て「 たねいも 」 を 植えて育てていき ま す。「 たねいも 」 が育つ途中を 見てみる と 上側に芽や葉が育ち、 下側に根が

伸びていき ま す。 植物の生態上、 根から 直接芽が出ま せん。 こ のよ う なこ と から 、 芽と 根の間にある じ ゃがいも の部分は「 茎」 と

分類さ れま す。  

 ま た、 こ のじ ゃがいも は調理をする と き に注意が必要です。 じ ゃがいも の芽には毒がある から です。 給食センタ ーでは、 みんな

が安全に食べら れる よ う 気を付けて調理をし ていま す。 他にも 、 調理を する 際に気を つける 野菜がいく つかあり ま す。 ぜひ調べて

みてく ださ い。  

期待し たい生徒の発言 
【 国語科の視点】  
・ 問いかける よ う な言葉が使われていて、「 なんだろう 。」 と 聞いていて興味を 持っ た。  
【 食育の視点】  
・ じ ゃ がいも の芽など 給食セン タ ーで気を 付けて調理し ている こ と がすごいなと 思っ た。
こ う いっ たこ と を 伝える のは給食の放送に良いと 思っ た。  

-53-



５  「 野菜のひみつ」 

の構成を考え、 下 

書き をする 。  

【 個人】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  次回の活動の確

認をする 。  

 

８  振り 返り を す

る 。  

〇段落の構成 

〇 文 章 に お け

る 説明の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 机間指導をし 、

生徒を支援する 。  

（ 国語科の視点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 机間指導をし 、生

徒を支援する 。  

（ 食育の視点）  

 

 

 
【 思考・ 判断・ 表現②】  
ワ ーク シート ・ 観察 
・ こ こ では、自分で意識し た説明

の工夫を 積極的に取り 入れる こ

と で、中心的な内容がわかり やす

く 伝わる 文章を 書こ う と し て い

る か確認する 。  

＜「 努力を 要する 」 状況（ C） へ

の手立て＞ 

・ 付箋に書き だし た 情報を 並び

替えて、構成を 考える よ う 助言す

る 。 学習し た 説明の工夫を 確認

し 、 取り 入れる も のを 提案する 。 

＜（ A） の生徒への手立て＞ 

・ T１ と は「 学校のみんなに伝え

る 」 と いう 視点から 、 T２ は野菜

の別の視点を 与え る 等のス テ ッ

プアッ プ課題を 与える 。  

 
【 主体的に学習に取り 組

む態度②】  

ワ ーク シート ・ 観察 

・ こ こ では、読み取っ た本

文中の工夫を 意識し た、

「 野菜のひみつ」を書こ う

と し ている か確認する 。  

＜「 努力を 要する 」 状況

（ C） への手立て＞ 

・（ C）の生徒に向けてのワ

ーク シート を用意し 、読み

取っ た工夫を 表現でき る

よ う 支援する 。  

２ ０  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

 

 

５  

 

◎生徒の活動の様子と 作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜期待し たい生徒の記述＞ 

※波線部： 食育の視点 
「 ト マト は野菜？」  

 みなさ んはス ーパーで売っている ト マト を見たこ と があり ま すか。 ト マト には色々な種類があっ て、 表示を見て

みる と 、「 ミ ニト マト 」 など の他に、「 フルーツ ト マト 」 と いう 表示があり ま す。 ト マト は野菜なのか、 フ ルーツ な

のか、 ど ちら でし ょ う か。  

 日本では、 木になる 実のこ と を果物、 草になる 実のこ と を野菜と 呼んでいま す。 草から でき ている 実のト マト を

野菜と 呼んでいま す。 し かし 、 こ の定義は国によ って違い、 イ ギリ ス では果物と し て扱っていま すし 、 中国では大

き いト マト は野菜、 小さ いト マト は果物と し て扱っていま す。 ま た、 フ ラ ン ス では果物と し て扱っ ていて、 ト マト

を別名で「 愛のり んご 」 など と 呼んでいま す。  

 こ のよ う に、 野菜や果物の定義は国によ っ て違い、 そのため、 ト マト も 国によ って分類が違いま
す。 普段何気なく 食べている ト マト も 、 改めて調べてみる と 色々な発見があり ま す。 ぜひ、 他の野菜
も 調べてみてく ださ い。  

＜活動の流れ＞ 
・ 前時で付箋を使用し た付箋を使用し て構成を考える 。  
・ 下書き を行う 。  
※「 野菜のひみつ解説書」 に、 自分が取り 入れた工夫と その理由（ 効果） を
記入する 。  
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第 2 学年２ 組 理科学習指導案 

生徒数     ３ ４ 名 

授業者  教諭 横田 千夏（ T1）  

栄養教諭 染野 広丞（ T2）  

場所  ２ 年２ 組教室 

１  単元名「 生物のから だのつく り と はたら き  第３ 章動物のから だのつく り と はたら き 」  

 

２  生徒の実態と 本単元の意図 

（ １ ）  生徒の実態（ 略）  

（ ２ ）  本単元の意図 

本単元では、生物のから だのつく り と はたら き についての観察・ 実験を通し て、細胞レベルで見た生物と

の共通点と 相違点に気づかせ、生物と 細胞、植物と 細胞、植物と 動物のから だのつく り と 働き についての

規則性や関係性を見出し て理解さ せる と と も に、それら の観察・ 実験などに関する 技能を身に付けさ せ、

思考力、 判断力、 表現力などを育成する と いう 趣旨で設定さ れている 。  

 

３  単元の目標 

（ １ ）  動物のから だのつく り と はたら き と の関係に着目し ながら 、 動物が生命を維持する はたら き について理

解を深め、 それら の観察、 実験などに関する 技能を身に付ける 。（ 知識・ 技能）  

（ ２ ）  動物が生命を維持する はたら き について、 見通し をも って解決する 方法を立案し て観察、 実験などを行

い、 その結果を分析し て解釈し 、 動物のから だのつく り と はたら き についての規則性や関係性を見出し

て表現する こ と ができ る 。（ 思考・ 判断・ 表現）  

（ ３ ）  生命を維持する はたら き に関する 事象・ 現象に進んでかかわり 、 見通し をも ったり 振り 返っ たり する な

ど、 科学的に探究し よ う と する 。（ 主体的に学習に取り 組む態度）  

 

４  食育の視点 

 人のから だがどのよ う に食物を消化し 、 栄養を吸収し ている のかを知る こ と で、 給食など普段食べている 食物

に含ま れている 養分に興味関心を持ち、 その食物でと る こ と ができ る 栄養を理解する 。【 心身の健康】  

 

５  指導と 評価の計画（ 本時分）  

学習活動 評価の観点 評価規準（ 評価方法）  

知 思 態 

 

本時の課題「 普段食べている 給食はど のよ う

に か ら だ の 中で 吸収さ れて い く の だ ろ う

か？」  

・ 学校給食の献立表を基に、普段食べている 食

物にど のよ う な養分があり 、 それがヒ ト の体

内でど のよ う に吸収さ れて いく のかを 理解

し 、 ま と める 。  

 ○  

 

 

・ 普段食べている 食物にはデンプン、

タ ンパク 質、 脂肪がどのく ら い含ま れ

ている のか調べ、 ど のよ う にから だに

吸収さ れていく のかを表現でき る 。（ ワ

ーク シート ）  
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６  本時の学習指導 

（ １ ）  目標 

・ 普段食べている 食物にはデンプン、タ ンパク 質、脂肪がどのく ら い含ま れている のか調べ、 どのよ う に

から だに吸収さ れていく のかを表現でき る 。（ 思考・ 判断・ 表現）  

（ ２ ）  展開 

 

学習活動 
教師の働き かけ（ ○） と  

予想さ れる 生徒の反応（ ・ ）  

指導上の留意点 ○資料 

★食育と の関連【 食育の視点】  評価 

T1（ 理科教諭）  T2（ 栄養教諭）  

導

入 

１  前時の授業内

容の復習をする 。  

 

２  本時のねら い

を知る 。  

 

３  普段の給食で

ど のよ う な食材を

食べている のか調

べる 。  

 

 

４  班ご と に食材

を ３ つ選び、 ど の

よ う に体の中へ吸

収さ れていく のか

を考え、 発表する 。 

 

 

 

 

 

５  ヒ ト のから だ

の吸収の仕組みに

ついてま と める 。  

 

 

 

 

 

 

 

６ 振 り 返 り を す

る 。  

 

 

 

 

 

 

・ 給食の献立表から 、 普段

食べて いる 食材にはど の

よ う な も のがあ る のかを

調べる 。  

 

 

・ ユニッ ト 形式で、 食材を

３ つ選び、その食材には主

にど のよ う な 養分が含ま

れている のかを調べ、図に

ま と めていく 。  

 

 

 

 

 

・ 普段食べている 食物には

デンプン、 タ ンパク 質、 脂

肪な ど の養分が含ま れて

おり 、から だの各器官で消

化さ れ、吸収さ れていく と

いう こ と 。  

 

・ 前時に 学習し

た 消化し た 食物

が 吸収さ れる 過

程を確認する 。  

 

 

★給食の 献立表

を配り 説明する 。 

 

 

 

 

・ デンプン、タ ン

パク 質、脂肪が含

ま れる 量につい

調べる よ う に 指

導する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○パワ ーポイ ント で

吸収のし く みの資料

を提示し 、説明する 。 

 

 

 

★食材に含ま れてい

る 養分について、 生

徒が調べき れないと

こ ろを机間指導し 、

支援する 。（ 食育の視

点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○パワ ーポイ ント で

吸収のし く みの資料

を提示する 。  

★一つの食材から と

れる 養分は一つでは

なく 、 複数の養分を

と れる こ と を 説明す

る 。  

★苦手な食物から と

れる 養分を補う ため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 普段食べて いる

食 物 に は デ ン プ

ン、タ ンパク 質、脂

肪がど のく ら い含

ま れて いる のか調

べ、 ど のよ う にか

ら だに吸収さ れて

いく のかを 表現で

き る 。（ ワ ーク シー

ト ）【 思】  

 

 

 

普段食べている 給食はどのよ う にから だの中で吸収さ れていく のだろう か？ 
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